





































































































































































































































































































































































て ｢コト｣を ｢心｣に措き､そして ｢モノ｣を創
作していく､ということが大事なことであると思
います｡冒頭に述べたように ｢コト｣を ｢心｣に
描き､ものを創作することは､まず地域､あるい
は社会に出て基となる体験をし､経験をしておか
なければならない｡このようなことを考え､モノ
をデザインするということを常に考えておりま
す｡本学におけるデザイン教育にあっては､裸足
で土の感触を確かめ､五感を総動員して豊かな自
然と素材と触れながら､デザインの発想を勉強す
ることが､これからのデザインにおいて､あるい
は社会福祉においても非常に重要なポイントにな
るだろうと思います｡
私が考えているデザイン理念をみていきます
と､みなさん､上の写真の言葉をご存知ですか｡
あまり使われていないと思います｡｢修身知人｣
これは昔､東洋哲学で ｢孔子｣の教えであると思
いますが､私自身もそうですが､社会福祉を勉強
している皆さんもこの言葉を非常に大事にしてい
ってほしいと思います｡修身というのは､身を正
しく修めて立派な ｢コト｣をするよう務める｡な
ぜ､この言葉を出したかといいますと､デザイナ
ーでも､社会福祉に携わっている人においても､
｢心のデザイン｣がなっていないとなかなか難し
いのではないかと思います｡まずは､自分がしっ
かり正しく物事を身につけて､それから人を治し
ていくこと｡つまり､福祉にあってもデザインに
あってもしっかりと ｢コト｣を身につけ､｢モノ｣
を創作していくことが､これからの皆さんの役割
であろうと思っております｡
いずれにしろ､デザインと社会福祉は､いうま
でもなく､人びとの生活に対するさまざまな要求･
願いを現実化していくための社会的､実践的な行
為であることは間違いありません｡しかし､その
要求 ･願いはいずれの地域においても､その地域
が歩んできた歴史的な文脈､すなわち､地域が築
き､伝承してきた生活文化と機構の中にしっかり
と位置づけなければならないと思います｡
最後に､デザインと社会福祉については､まず､
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1950年代に入りますと､1940年代までには見
られないデザインが出てきています｡この頃は､
世界どこの国でもデザインに力を入れて製品の生
産を行ったと思います｡また､日本のソニーとか､
他の企業においても大いに力を取り入れているこ
とが見られます｡特に､東芝の電気釜とか､ヤマ
ハのオートバイのデザインとか､いまだに生きて
いるという証拠です｡
1960年代に入 りますと､デザイン領域におい
て大きな価値を与えています｡また､大きな変化
とともに日本のモノづくりを世界に準備をしたと
思います｡その後､1970年に大阪万博がありま
した｡この頃のデザインはいまだに我々デザイン
領域において応用されております｡非常にコンパ
クトで流線形になっているデザインとか､いまだ
に使うホッチキスなどは､現在もあまり変わって
いません｡リカちゃん人形なども登場しました｡
1970年代に入りますと､大阪万博の影響で技
術の進歩ともない新たなデザインの時代を迎えた
と思われます｡
この頃は､アナログからデジタルへの転換期で
あろうと思います｡コンパクトなデザインや消費
者中心のデザイ ンを大いに適用するようになった
と思います｡皆さんが愛用するカップヌー ドル､
こういうものもこの時期に誕生してきました｡写
真のように､カシオやデジタル時計とかがこの頃
登場してきたものであります｡
1980年代には､写真に見られるような公衆電
話機のデザイン変化とか､デジタルとの融合など
大きな変化をもたらしております｡
この頃､さまざまな企業においても､いかに売
れるものを作るか､と同時に大量生産をしていく
時期であろうと思います｡
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｢心のデザイン｣をしっかり行ない､そして､コ
ミュニケーションを取り､他人に感動を与えるよ
うな行為を皆様と一緒に行なっていきたいと思っ
ております｡
ご清聴ありがとございました｡
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